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新たに実施される国費総額が約３００億円以上の研究開発について、内閣府設置法に基づき、総合科学技術会
議が評価し、その結果を公開するとともに、関係大臣に通知し、評価結果を推進体制の改善や予算配分に反映。

目的

評価専門調査会において、外部専門家等の参画も得て評価検討会を設置し、実施府省から平成２５年度概算
要求内容及び全体の事業計画を聴取した上で、事業の意義・必要性や計画及び運営の妥当性等の観点から調
査・検討。
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評価専門調査会
総合科学技術会議

事業開始後９月７日

評価の手順

評価専門調査会

評価検討会
(対象案件ごとに2回開催)

調査・検討に係る
基本的な項目
A.科学技術上の意義
B.社会・経済上の意義
C.国際関係上の意義
D.計画の妥当性
E.運営等
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大規模新規研究開発の事前評価結果(案)の概要
①「個別化医療に向けた次世代医薬品創出基盤技術開発」 【経済産業省】

２

次世代医薬品（天然化合物、次世代抗体医薬及び核酸医薬）の創出に有効な各技術開発（IT創薬技術、安定生産技

術及び体内動態把握技術）を産業活用するための技術的課題を克服することにより、従来の低分子医薬品中心のブ
ロックバスターモデルから、個別化医療に対応したバイオ医薬品中心の新たなビジネスモデルへの移行を促進する。

事業目的

・実施の意義や必要性は高く、国際的に激しい技術開発競争下にあり、国として取り組むべき。
・各技術開発の成果を最も有効に活用できる次世代医薬品を中核に実施することが望まれる。
・製品化に結び付かないおそれがあることから、個別化医療に向けた医薬品創出及び製造装置開発に結び付け
るプロセス及び具体的な数値目標を予め明確にしておくべき。

・早期の段階からの各技術開発の相互連携を図るべき。次世代医薬品も具体的な相互連携方策を構築すべき。
・これまでの創薬開発事業の継続ではなく、独創的な技術シーズを積極的に発掘する取組も推進すべき。

評価結果

②「革新的新構造材料等技術開発」 【経済産業省】

軽量化が求められている輸送機器への適用を軸に、強度、延性、靱性、制震性、耐食性、耐衝撃性等の複数の機能
を同時に向上する高性能材料の開発、異種材料の接合技術の開発等を行う。

事業目的

・実施の意義や必要性は高く、民間企業が単独で実施することは困難であり、国として取り組むべき。

・各素材の改善及び接合による革新的な部材開発という目標を統合的に進める取組みは高く評価できるが、実効的な
実施のため個別の技術開発では成しえず本事業で初めて実現できる付加価値を明確にするべき。

・「研究開発全体シナリオ研究」で検討するとしている対象素材ごとの開発目標についても、部品として組み合わせた際
に最適な要件を満たすよう、対象素材ごとの具体的応用分野、定量的な数値目標を明確に設定すべき。

・知的財産権の実施に際して適切な知的財産権の管理が担保できるよう、現実的な問題に対して事前に十分な検討す
べき。

評価結果



次世代医薬品（天然化合物、次世代抗体医薬及び核酸医薬）の創出に有効な各技術開発（IT創薬技術、安定生産技

術、体内動態把握技術）を産業活用するための技術的課題を克服することにより、従来の低分子医薬品中心のブ
ロックバスターモデルから、個別化医療に対応したバイオ医薬品中心の新たなビジネスモデルへの移行を促進する。

総合評価
・実施の意義や必要性は高く、国際的に激しい技術開発競争下にあり、国として取り組むべき。
・各技術開発の成果を最も有効に活用できる次世代医薬品を中核に実施することが望まれる。

主要な指摘事項
・製品化に結び付かないおそれがあることから、個別化医療に向けた医薬品創出及び製造装置開発に結び付け
るプロセス及び具体的な数値目標を予め明確にしておくべき。

・早期の段階からの各技術開発の相互連携を図るべき。次世代医薬品も具体的な相互連携方策を構築すべき。
・これまでの創薬開発事業の継続ではなく、独創的な技術シーズを積極的に発掘する取組も推進すべき。

個別化医療に向けた次世代医薬品創出基盤技術開発 【経済産業省】個別化医療に向けた次世代医薬品創出基盤技術開発 【経済産業省】

<実施期間>平成25年度～平成29年度※ <予算額>国費総額405億円※、平成25年度政府予算案37億円
事業目的

３

・核酸医薬の合成技術は収率が低く、
大量合成に不向き。

・核酸の改良のため、体内動態・分解
経路の把握が必要。

例）二重特異性ディアボディ

がん細胞と免疫細
胞を強制的に架橋
することで特異的な
抗腫瘍効果を発揮。

日本

55%

他国

46%

天然物由来の医薬品の割合

・低分子化合物に比べ、構造が複雑。
探索プロセスも複雑で時間・コストが
多大。

・菌による生産のため、安定的な生産
ができない。

開発項目

・発酵技術を基礎とする強み。

・世界最多の天然化合物ライブラリー
が存在。

・抗がん剤、抗菌剤など多くの医薬品
が創出され、50%が我が国発。

・2015年前後には、抗体医薬の

特許切れが相次ぎ、次世代抗
体医薬開発が注目。

・次世代抗体医薬のシーズは、
大学や創薬ベンチャーに存在。

・抗体医薬の製造コストが高い。次世
代抗体医薬の製造設備は未成熟。

・次世代抗体は、細胞の殺傷能力が
高く、体内動態の把握が必要。

・従来と異なる創薬ターゲット、新しい医薬品創出が可能。
・基礎研究に強み。
・核酸化学をベースとしたベンチャー企業が相次いで設立。

②安定生産技術

③体内動態把握技術

課題医薬品の特徴と我が国の強み

核酸医薬

天然化合物

次世代抗体医薬

評価結果

③体内動態把握技術

②安定生産技術

②安定生産技術

①ＩＴ創薬技術

（※）25年度予算概算要求段階（25年度要求81億円）における経済産業省の見積りによる総事業費及び実施期間



軽量化が求められている輸送機器への適用を軸に、強度、延性、靱性、制震性、耐食性、耐衝撃性等の複数の機能
を同時に向上する高性能材料の開発、異種材料の接合技術の開発等を行う。

総合評価
・実施の意義や必要性は高く、民間企業が単独で実施することは困難であり、国として取り組むべき。

主要な指摘事項

・各素材の改善及び接合による革新的な部材開発という目標を統合的に進める取組みは高く評価できるが、実効的な
実施のため個別の技術開発では成しえず本事業で初めて実現できる付加価値を明確にするべき。

・「研究開発全体シナリオ研究」で検討するとしている対象素材ごとの開発目標についても、部品として組み合わせた
際に最適な要件を満たすよう、対象素材ごとの具体的応用分野、定量的な数値目標を明確に設定すべき。

・知的財産権の実施に際して適切な知的財産権の管理が担保できるよう、現実的な問題に対して事前に十分な検討
すべき。

事業目的

評価結果

<実施期間>平成25年度～平成34年度※ <予算額>国費総額605億円※、平成25年度政府予算案約41億円

革新的新構造材料等技術開発 【経済産業省】革新的新構造材料等技術開発 【経済産業省】

４

・各部素材の高性能化/低コスト化

各部素材の高強度
・易加工性化等

部素材の特性を活
かす最適設計・加工

軽量化、高強度化、高信頼性、高耐久性化

航空機自動車 高速鉄道

高強度接合 低コスト接合

・異種部素材間接合技術の確立

複合化・積層化に
よる高機能化

（※）25年度予算概算要求段階（25年度要求約61億円）における経済産業省の見積りによる総事業費及び実施期間


